
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 33 酸・アルカリとイオン② 

 

問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答は次のページ 

（東京都） 



  

 

 

     

問 1 水を電気分解すると，「塾技 19  」より，陰極で水素が，陽極で酸素がそれぞれ 2：1の体積比

で発生する。図 1 より，電源装置の＋極側とつながっている電極 b が陽極とわかるので，気体 B

が酸素，気体 Aが水素とわかる（図において発生した気体のおよその体積比からもわかる）。 

「塾技 19  」留意点②より，気体 A（水素）を確かめるには，マッチの火を近づけたとき，「ポ

ン」と音をたてて燃えるかどうかで確かめることができる。一方，電極 a は陰極であるため，陽

イオンである水素イオンが引きつけられている。引きつけられた水素イオンが陰極で電子を受け

取り，陰極で水素が発生する。以上より，適切なものはウとわかる。 

 ウ 

 

 

問 2「塾技 33  」より，ビーカーDでは中和反応の結果，BaSO4（硫酸バリウム）の白い沈殿が生じ

ることがわかる。白い沈殿となるのは，生じた塩
エン

が水に溶けにくいためであり，電離してイオン

になることはなく，そのモデルは Sのようになる。 

なお，ビーカーDの水溶液は濁っている状態なので，「塾技 33」用語チェック 2 の図 2 のように，

BaSO4の分子がビーカーの底に沈殿し，H2O分子と完全に分離しているモデル図ではなく，Sのよ

うなモデル図になる。 

 エ 

 

 

問 3「塾技 33  」を参照。 

 HCl + NaOH → NaCl + H2O 

 

 

問 4 ビーカーAでは，加えた水酸化ナトリウム水溶液が 20cm3のとき塩酸がちょうどぴったり中和さ

れているが，ビーカーC では加えた水酸化ナトリウム水溶液が 10cm3 のとき，硫酸がちょうどぴ

ったり中和されている。 

「塾技 33  」（4）より，水溶液に含まれるイオン数は水溶液の体積に比例するので，ビーカーC

に加えた水酸化ナトリウム水溶液中に含まれる水酸化物イオンの数は，ビーカーAの半分となり，

中和された水素イオンの数も，ビーカーAの半分となる。以上より，適切なグラフはアとわかる。 

 ア 

塾技 33  補充問題 解答・解説 
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